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一

　
　
　
越
境
す
る
雅
楽〜

海
外
の
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
日
本
伝
統
音
楽

寺
　
内
　
直
　
子

は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
日
本
の
宮
廷
音
楽
・
雅
楽
が
、
海
外
に
お
い
て
い
か
に
発
信
・
受
容
さ
れ
、
定
着
、
展
開
し
て
い
る
か
を
考
え
る
、

音
楽
学
的
、
文
化
人
類
学
的
考
察
で
あ
る
。
雅
楽
は
古
く
か
ら
天
皇
制
や
寺
社
の
儀
礼
と
結
び
つ
き
、
日
本
伝
統
音
楽
の
中
で
も
非
常

に
限
ら
れ
た
階
層
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
国
内
限
定
の
種
目
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
雅
楽
が
宮
内
庁
楽
部
の
ア
メ
リ

カ
公
演
と
い
う
形
で
正
式
に
国
際
交
流
の
場
に
登
場
す
る
の
は
一
九
五
○
年
代
末
だ
が
、
実
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
日
系
移
民
に
よ
っ
て

海
外
に
も
た
ら
さ
れ
、
一
九
六
○
年
代
以
降
は
大
学
の
民
族
音
楽
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
現
地
に
﹁
定
着
﹂
す
る
現
象

が
見
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
学
界
で
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
海
外
に
お
け
る
雅
楽
実
践
を
、
実
践
者
の
活
動
と
意
識
、
聴

衆
の
反
応
、
実
際
の
音
楽
内
容
、
演
出
等
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
そ
の
展
開
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
社
会
的
意
義
を
考
察
す
る
。

　

雅
楽
研
究
で
は
従
来
、
奈
良
、
平
安
な
ど
﹁
古
い
過
去
﹂
の
歴
史
を
遡
り
議
論
す
る
視
点
が
優
位
で
あ
り
、
近
代
以
降
の
変
化
や

現
代
の
実
態
を
論
じ
る
研
究
が
少
な
い
。
特
に
海
外
に
お
け
る
雅
楽
の
実
態
と
意
義
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
ま

と
ま
っ
た
論
考
が
無
か
っ
た
。
筆
者
自
身
も
一
九
九
○
年
代
ま
で
、
古
楽
譜
の
細
か
な
史
料
批
判
と
楽
譜
解
析
・
解
釈
を
組
み
合
わ

せ
た
歴
史
研
究
を
行
っ
て
来
た
が
︵
寺
内　

一
九
九
六
︶
、
二
○
○
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
近
代
以
降
の
雅
楽
の
動
向
と
学
界
に



二

お
け
る
雅
楽
研
究
の
再
評
価
に
取
り
組
み
、
同
時
に
、
今
現
在
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
現
代
の
新
し
い
雅
楽
創
造
の
営
み
を
対
象
と

し
た
分
析
、
考
察
を
行
っ
た
︵
寺
内　

二
○
一
○
︶
。
こ
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
雅
楽
は
﹁
宮
廷
音
楽
﹂
と
い
う
脈
絡

を
保
ち
つ
つ
、
一
方
で
そ
れ
を
越
え
、
演
じ
ら
れ
る
場
所
・
機
会
・
目
的
や
音
楽
内
容
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
り
は
る
か
に
多
様
化
し
拡
散
し
て
い
る
実
態
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
、
す
で
に
海
外
に
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発

信
・
受
容
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

校
︵
以
下U

C
LA

︶
と
東
海
岸
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
で
雅
楽
の
実
技
指
導
と
講
義
を
行
う
機
会
を
得
、
そ
こ
で
の
経
験
か
ら
、
雅
楽

の
海
外
に
お
け
る
発
信
・
受
容
は
、
都
市
の
規
模
や
人
種
構
成
等
に
よ
り
内
容
、
形
態
、
意
味
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
漠
然
と
感

じ
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
東
海
岸
、
ハ
ワ
イ
等
、
性
格
の
異
な
る
い
く
つ
か
の

都
市
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
演
奏
さ
れ
る
雅
楽
の
種
類
、
演
奏
の
仕
方
、
担
い
手
、
演
奏
の
脈
絡
な
ど
の
観
点
か
ら
分
析

し
た
。

　

海
外
で
実
践
さ
れ
る
雅
楽
に
は
、
①
日
本
か
ら
行
く
演
奏
者
に
よ
る
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
義
︵
以
下
、
﹁
渡
航
型
﹂
と
呼

ぶ
︶
、
②
現
地
に
滞
在
す
る
日
本
人
、
日
系
人
、
そ
の
他
の
人
々
に
よ
る
実
践
︵
以
下
、
﹁
滞
在
型
﹂
と
す
る
︶
の
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
形
態
が
あ
る
。
渡
航
型
は
、
単
発
あ
る
い
は
短
期
の
実
技
の
提
示
と
な
る
が
、
き
わ
め
て
質
の
高
い
プ
ロ
の
演
奏
者
に
よ
る
上
演

が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
プ
ロ
の
演
奏
者
は
日
本
を
基
点
に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
海
外
で
長
期
間
、
現
地
の
人
に
雅

楽
を
指
導
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
一
方
、
滞
在
型
は
日
本
で
教
育
を
受
け
、
現
地
に
移
り
住
ん
だ
セ
ミ
プ
ロ
の
演
奏
者
が
指
導
を
行
う

場
合
が
多
い
。

　

①
渡
航
型
の
演
奏
者
は
さ
ら
に
、
宮
内
庁
楽
部
や
伶
楽
舎
の
よ
う
な
プ
ロ
の
団
体
の
ほ
か
、
小
野
雅
楽
会
、
日
本
雅
楽
会
、
雅
亮
会

の
よ
う
な
、
プ
ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
混
合
の
雅
楽
団
体
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
性
格
に
よ
り
、
現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
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シ
ョ
ン
や
観
客
層
も
微
妙
に
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
宮
内
庁
の
海
外
公
演
は
、
宮
内
庁
と
外
務
省
が
全
面
的
に
協
力
す
る
大
掛
か
り
な

も
の
で
、
し
ば
し
ば
皇
族
の
海
外
訪
問
な
ど
と
連
動
し
て
行
わ
れ
る
。
聴
衆
も
各
国
の
文
化
関
係
者
や
政
府
要
人
が
来
聴
す
る
こ
と
が

多
い
。
一
方
、
民
間
団
体
の
公
演
は
、
音
楽
祭
へ
の
参
加
や
、
草
の
根
市
民
交
流
の
一
環
な
ど
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
費
用

も
渡
航
者
負
担
の
こ
と
が
多
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
以
外
の
場
で
現
地
の
一
般
市
民
と
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

②
の
滞
在
型
の
例
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ケ
ル
ン
の
事
例
を
調
査
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ハ
ワ

イ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
二
○
世
紀
初
頭
か
ら
日
本
人
が
多
く
移
り
住
ん
だ
地
域
で
、
雅
楽
は
日
系
社
会
の
宗
教
施
設
で
儀
礼
の
音
楽

と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
他
、
ハ
ワ
イ
大
学
、U
C

LA

の
民
族
音
楽
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
一
九
六
○
年
代
か
ら
長
ら
く
実
践
さ
れ
て

来
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
と
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
で
は
、
雅
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降

に
始
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
日
系
人
が
い
な
い
地
域
で
、
日
系
人
が
多
い
ハ
ワ
イ
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と
は
参
加
者
に
も
違
い
が
あ
る
。

①
渡
航
型
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
詳
細
を
譲
る
こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
②
滞
在
型
の
う
ち
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
正

式
に
教
習
さ
れ
て
い
る
右
の
四
つ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
雅
楽
ク
ラ
ス
設
立
の
経
緯
、
運
営
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

維
持
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。
ハ
ワ
イ
大
学
の
雅
楽
は
、
当
初
か
ら
の
指
導
者
・
社
本
正
登
司
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
。
ま
た
、U

C
LA

の
雅
楽
は
、
雅
楽
グ
ル
ー
プ
創
設
に
尽
力
し
た
ロ
ベ
ル
ト
・
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、

設
立
当
初
の
細
か
い
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ケ
ル
ン
の
雅
楽
に
つ
い
て
は
、
社
本
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
他
、
現
在
、
志
水
美

郎
氏
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
雅
楽
ク
ラ
ス
の
活
動
の
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
雅
楽
に
つ
い
て
は
、
数
年
に
わ

た
る
筆
者
自
身
の
参
加
ま
た
は
実
地
調
査
と
、
雅
楽
ク
ラ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
バ
ー
バ
ラ
・
ル
ー
シ
ュ
氏
の
お
話
が
主
な
情
報

源
で
あ
る
。
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一
、U

C
LA

の
場
合

　

大
学
で
の
音
楽
実
技
ク
ラ
ス
の
開
設
は
、
個
人
の
単
な
る
思
い
つ
き
で
は
実
現
せ
ず
、
大
学
が
そ
れ
を
高
等
教
育
機
関
で
教
授
す
べ

き
科
目
で
あ
る
と
十
分
に
認
識
し
、
必
要
な
楽
器
、
練
習
場
所
の
確
保
な
ど
の
経
済
的
、
イ
ン
フ
ラ
的
措
置
が
と
ら
れ
、
さ
ら
に
、
講

師
の
確
保
、
受
講
の
単
位
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
な
整
備
の
後
に
、
初
め
て
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
音
楽
の

価
値
と
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
制
度
化
全
体
を
牽
引
す
る
、
鍵
と
な
る
人
物
も
必
要
で
あ
る
。

　

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
一
九
六
○
年
代
の
雅
楽
ク
ラ
ス
設
立
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
当
時
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
実

技
経
験
を
踏
ま
え
た
音
楽
研
究
の
潮
流
が
あ
る
。U

C
LA

1
で
当
時
、
様
々
な
民
族
の
合
奏
音
楽
の
ク
ラ
ス
を
次
々
と
開
設
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
が
、
マ
ン
ト
ル
・
フ
ッ
ド M

antle H
ood

︵
一
九
一
八
～
二
○
○
五
︶
で
あ
っ
た
。
フ
ッ
ド
自
身
の
専
門
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ガ
ム
ラ
ン
音
楽
で
あ
り
、
実
際
に
雅
楽
を
研
究
テ
ー
マ
に
選
び
、
そ
の
実
技
を
習
得
し
た
の
は
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス R

obert 

G
arfias

氏
︵
一
九
三
二
～ 

︶
2
  だ
っ
た
。U

C
LA

に
雅
楽
ク
ラ
ス
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
3
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
を
卒
業
し
た
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏
は
、
一
九
五
六
年
にU

C
LA

の
大
学
院
に
入
学
し
、
フ
ッ
ド
教
授
の

も
と
で
研
究
テ
ー
マ
を
探
し
て
い
た
。
す
で
に
箏
曲
を
嗜
ん
で
い
た
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏
に
、
フ
ッ
ド
教
授
は
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
と
し

て
日
本
の
合
奏
音
楽
を
勧
め
た
。
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
は
天
理
教
の
大
き
な
支
部
︵
ア
メ
リ
カ
伝
道
庁
︶
が
あ
り
、
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏

は
、
数
人
の
学
生
と
、
は
じ
め
天
理
の
人
々
に
雅
楽
の
楽
器
を
習
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
奨
学
金
を
得
て
日
本
に
留
学
し
、
音
楽
学
者

の
岸
辺
成
雄
4
ら
の
仲
介
で
、
東
京
の
宮
内
庁
楽
部
の
楽
師
の
も
と
で
実
技
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
留
学
は
三
年
に
及
び
、
そ
の
間
、

一
九
五
九
年
の
宮
内
庁
楽
部
の
海
外
初
公
演
・
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
5
に
も
同
行
し
た
。
帰
国
後
、
長
期
に
わ
た
りU

C
LA

の
雅
楽
合
奏
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
教
員
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
雅
楽
合
奏
の

別
の
指
導
者
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
か
ら
講
師
を
招
聘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
招
き
に
応
じ
て
渡
米
し
、
以
後
三
○



五

年
に
わ
た
っ
てU

C
LA

で
雅
楽
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
宮
内
庁
楽
部
の
楽
師
、
東
儀
季
信
師
︵
一
九
三
○
～
二
○
○
九
︶
で

あ
る
6
。U

C
LA

の
雅
楽
ク
ラ
ス
は
、
東
儀
師
の
指
導
と
、
現
地
在
住
の
日
系
二
世
ユ
ゲ
・
ミ
ツ
ル
氏
、
ユ
ゲ
・
イ
ク
コ
氏
の
補
佐
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
7
。

　

東
儀
師
は
、U

C
LA

だ
け
で
な
く
、
前
述
の
天
理
教
ア
メ
リ
カ
伝
道
庁
と
市
内
の
浄
土
真
宗
︵
東
本
願
寺
系
︶
寺
院
・
洗
心
寺
8
に
お

い
て
も
雅
楽
指
導
を
行
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
天
理
教
で
は
平
素
か
ら
典
礼
で
雅
楽
を
用
い
る
た
め
、
東
儀
師
滞
在
中
に
管
絃
や
舞
楽

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
、
演
奏
の
質
を
磨
い
た
。
ま
た
、
洗
心
寺
で
は
東
儀
師
の
指
導
の
も
と
雅
楽
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
今
日
で

も
雅
楽
教
室
と
舞
楽
教
室
を
開
い
て
い
る
。

　

東
儀
師
が
退
官
、
帰
国
後
、
一
九
九
六
年
一
月
～
六
月
に
筆
者
が
約
半
年
滞
在
し
た
折
の
、
雅
楽
ク
ラ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に

報
告
す
る
。

　

雅
楽
ク
ラ
ス
は
一
週
間
に
一
度
あ
り
、
二
時
間
の
長
さ
で
あ
る
。
他
の
東
ア
ジ
ア
系
の
音
楽
の
実
技
ク
ラ
ス
と
の
共
有
で
は
あ
る

が
、
靴
を
脱
い
で
上
が
る
練
習
部
屋
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
楽
器
は
管
、
絃
、
打
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
た
が
、
購
入
や
寄
贈
な
ど
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
揃
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
龍
笛
と
篳
篥
に
つ
い
て
は
、
安
価
な
も
の
は
数
万
円
か
ら
あ
り
、
近
年
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

管
︵
五
千
円
程
度
︶
も
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
笙
、
絃
楽
器
︵
琵
琶
、
箏
︶
、
打
楽
器
︵
太
鼓
、
鞨
鼓
、
鉦
鼓
︶
は
、
い
ず
れ
も
た
い

へ
ん
高
価
で
あ
る
。
管
絃
演
奏
寺
に
着
用
す
る
海
松
色
装
束
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
雅
楽
団
体
か
ら
古
い
も
の
を
譲
り
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
古
い
も
の
な
の
で
か
な
り
修
繕
が
必
要
な
状
態
で
、
毎
回
ほ
こ
ろ
び
を
繕
っ
て
、
舞
台
に
使
用
し
て
い
た
。
レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
、
︿
越
天
楽
﹀
︿
五
常
楽
﹀
︿
陪
臚
﹀
の
他
、
各
調
子
の
主
な
管
絃
曲
と
、
舞
楽
の
︿
納
曽
利
﹀
︿
八
仙
﹀
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
た
。
筆
者
が
滞
在
し
て
い
た
時
に
、
壱
越
調
の
︿
胡
飲
酒
破
﹀
と
御
神
楽
の
︿
其
駒
揚
拍
子
﹀
に
挑
戦
し
た
。

　

一
九
九
六
年
当
時
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
指
導
の
補
助
に
当
た
る
ユ
ゲ
・
イ
ク
コ
氏
と
そ
の
子
息
の
ユ
ゲ
・
ス
ス
ム
氏
の
他
、O

B
/



六

O
G

、
学
部
・
大
学
院
生
、
お
よ
び
、
新
規
参
加
の
学
部
生
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
。
常
時
、
七
、
八
名
で
合
奏
練
習
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

と
は
別
に
、O

B

でU
C

LA

の
舞
踊
学
科
に
勤
務
す
る
ア
ル
シ
ー
ニ
ョ
・
ア
ピ
リ
ア
ネ
スA

rsenio A
ppilianes

氏
は
、
東
儀
氏
か
ら
舞
を

教
わ
り
、
日
本
人
の
よ
う
な
習
熟
し
た
舞
ぶ
り
を
習
得
し
て
い
た
。
東
儀
師
は
右
舞
の
専
門
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
ピ
リ
ア
ネ
ス
氏
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
も
右
舞
だ
っ
た
。U

C
LA

で
は
、
毎
年
五
月
に
コ
ン
サ
ー
ト
週
間
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
民
族
音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
連
日
催
さ
れ
る
。
雅
楽
ク
ラ
ス
も
参
加
す
る
。

　

U
C

LA

雅
楽
の
実
績
は
周
辺
地
域
に
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
以
外
に
、
外
部
で
演
奏
す
る
機
会
も
少
な
く
な

い
。
筆
者
の
滞
在
中
は
、
一
、
二
回
出
張
演
奏
を
行
っ
た
。
そ
の
際
は
、
演
奏
者
集
め
、
衣
裳
、
楽
器
、
車
の
手
配
な
ど
、
ユ
ゲ
氏
が

す
べ
て
ア
レ
ン
ジ
を
行
う
。
公
園
や
美
術
館
の
庭
の
よ
う
な
場
所
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
書
道
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
等
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
る
。
出
演
料
が
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
だ
い
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
演
奏
で
あ
っ
た
。

　

大
学
で
開
講
す
る
雅
楽
ク
ラ
ス
は
、
学
期
ご
と
に
参
加
者
の
出
入
り
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
新
し
く
参
加
す
る
学
生
は
毎
回
必

ず
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
一
ケ
月
は
初
心
者
用
と
上
級
者
用
の
ク
ラ
ス
を
別
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。U

C
LA

の
受
講
生
の

人
種
の
比
率
と
し
て
は
、
東
ア
ジ
ア
系
の
学
生
が
か
な
ら
ず
二
、
三
名
い
る
。
そ
の
他
は
ほ
ぼ
欧
米
系
で
あ
る
。
時
折
、
中
近
東
系
の

学
生
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
系
の
学
生
は
非
常
に
稀
で
あ
る
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
実
質
的
に
支
え
る
の
は
、
数
年
間
継
続
的

に
練
習
に
参
加
し
て
い
る
大
学
院
生
、O

B
/O

G

だ
が
、
彼
ら
は
遠
隔
地
に
職
を
得
て
、LA

を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
条
件
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
質
を
保
つ
の
は
容
易
で
は
な
い
。
基
本
的
に
、U

C
LA

の
雅
楽
は
、
も
っ
と
も
中
心
部
分
に
東
儀

師
、
ユ
ゲ
氏
、
天
理
教
の
関
係
者
が
お
り
、
そ
の
外
側
にO

G
/O

B
や
大
学
院
生
な
ど
長
期
に
雅
楽
に
参
加
し
て
い
る
人
々
が
お
り
、

一
番
外
側
に
、
一
年
か
二
年
で
消
え
て
行
く
学
生
が
い
る
。
こ
の
構
造
は
、
だ
い
た
い
ど
の
大
学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
で
も
共
通
し
て
見
ら

れ
る
。



七

二
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
場
合

　

次
に
ハ
ワ
イ
大
学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
以
下
は
、
社
本
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

9
、
お
よ
び
、
社
本
氏
の
経
歴
、

活
動
を
ま
と
め
た
﹃
旭
日
双
光
章
受
章
記
念　

社
本
正
登
司　

～
そ
の
軌
跡
﹄
︵
以
下
、
﹃
軌
跡
﹄
と
略
す
︶
1
0
の
記
事
に
よ
る
。
ハ

ワ
イ
大
学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
指
導
者
、
社
本
正
登
司
氏
︵
一
九
三
四
～　

︶
は
、
一
九
五
九
年
、
天
理
教
の
布
教
の
た
め
に
渡
布
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
天
理
教
の
パ
ロ
ロ
教
会
で
天
理
教
関
係
者
の
子
供
た
ち
に
雅
楽
を
教
え
て
い
た
が
、
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
ジ
ェ
イ
ブ
・
フ
ィ
ー
ウ
リ
ン
グ
や
作
曲
家
の
ア
ラ
ン
・
ホ
ヴ
ァ
ネ
ス A

lan H
ovhaness 

︵
一
九
一
一
～
二
○
○
○
︶
1
1
に
教
え
る

こ
と
と
な
り
、
ホ
ヴ
ァ
ネ
ス
ら
の
紹
介
で
、
ハ
ワ
イ
大
学
で
も
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
一
六
頁
、
二
八
頁
︶
。
ハ
ワ
イ
大

学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
六
二
年
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
は
楽
器
が
無
く
、
天
理
教
か
ら
借
り
た
り
、
社
本
氏
の
私

物
を
使
っ
て
教
え
た
と
い
う
。
社
本
氏
は
自
ら
竹
を
切
り
出
し
、
楽
器
を
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
楽
譜
も
、
管
楽
器
の
唱
歌
を
社
本
氏

が
独
自
に
考
案
し
た
ロ
ー
マ
字
譜
に
直
し
て
、
稽
古
を
し
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
二
八
～
二
九
頁
︶
。

　

翌
、
一
九
六
三
年
七
～
八
月
に
、
日
本
雅
楽
会
会
長
の
押
田
良
久
氏
が
、
本
業
の
著
作
権
協
会
の
仕
事
で
来
布
し
、
押
田
氏
滞
在
中

に
、
ハ
ワ
イ
大
学
雅
楽
ク
ラ
ス
と
天
理
教
メ
ン
バ
ー
の
合
同
に
よ
っ
て
、
雅
楽
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
一
五
頁
︶
。
押
田
良

久
氏
︵
一
九
○
八
～
一
九
九
九
︶
と
は
、
戦
前
に
近
衛
直
麿
1
2
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
間
の
雅
楽
団
体
・
雅
楽
同
志
協
会
に
参
加

し
、
い
ち
早
く
、
一
般
人
と
し
て
雅
楽
の
習
得
と
普
及
を
目
指
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
後
、
雅
楽
同
志
協
会
の
遺
志
を
継
ぎ
、

一
九
六
二
年
に
日
本
雅
楽
会
を
創
っ
た
。
こ
の
一
九
六
三
年
の
出
会
い
以
来
、
ハ
ワ
イ
の
雅
楽
と
日
本
雅
楽
会
と
の
交
流
が
始
ま
る
。

帰
国
後
、
押
田
氏
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
雅
楽
の
録
音
レ
コ
ー
ド
を
テ
ー
プ
に
落
と
し
た
も
の
や
、
楽
琵
琶
の
楽
譜
な
ど
が

届
き
、
社
本
氏
の
授
業
を
大
い
に
助
け
た
と
い
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
最
初
の
う
ち
雅
楽
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
来
た
白
人
が
多
か
っ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄



八

二
九
頁
︶
。
そ
れ
ら
の
学
生
は
、
卒
業
す
る
と
本
土
に
帰
る
者
も
多
く
、
そ
の
う
ち
徐
々
に
、
地
元
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
も
参
加
し
始
め

た
よ
う
だ
が
、
学
生
を
引
き
止
め
る
た
め
に
、
社
本
氏
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
た
。
筆
者
が
ハ
ワ
イ
大
学
の
授
業
を
見
学
し
た
限
り

で
は
あ
る
が
、
社
本
式
雅
楽
教
室
の
第
一
の
特
徴
は
﹁
共
食
﹂
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
本
氏
は
毎
回
か
な
り
の
ご
馳
走
を
作
っ
て
持

参
し
、
練
習
の
前
後
に
皆
で
に
ぎ
や
か
に
食
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
学
生
も
一
品
、
二
品
と
持
参
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
週
盛

大
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
開
か
れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
実
際
、
過
去
に
は
土
曜
、
日
曜
に
郊
外
に
出
か
け
て
、
野
外
で
練
習
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
一
七
～
一
八
頁
︶
。
合
奏
参
加
者
は
一
つ
の
大
家
族
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。

　

筆
者
が
見
た
限
り
、
練
習
の
部
分
で
の
社
本
氏
の
教
え
方
は
、
こ
と
細
か
に
注
意
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
な
ん
と
な
く
全
体
で
練
習

す
る
う
ち
に
合
奏
が
ま
と
ま
っ
て
行
く
、
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
新
入
生
が
い
る
場
合
は
、
管
楽
器
ご
と
に
分
け
て
、
先
輩
が
後
輩

を
教
え
て
い
た
。
な
お
、
二
○
一
三
年
と
二
○
一
四
年
に
筆
者
が
大
学
の
ク
ラ
ス
を
見
学
し
た
時
は
、
龍
笛
、
篳
篥
、
笙
、
そ
れ
ぞ
れ

二
、
三
名
ず
つ
、
琵
琶
、
箏
一
名
ず
つ
が
だ
い
た
い
通
常
の
練
習
参
加
人
数
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
継
続
的
な
参
加
者
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
他
、
日
曜
日
に
も
雅
楽
研
究
会
︵
後
述
︶
の
合
奏
練
習
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
、
大
学
ク
ラ
ス
に
出
て
い
た
何
人
か
が
参
加
す
る

他
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
の
日
本
の
寺
院
の
僧
侶
、
神
社
の
神
官
な
ど
、
外
部
者
二
、
三
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。
二
○
一
三
～
一
四
年
に
か

け
て
見
学
し
た
限
り
で
は
、
人
種
的
に
は
、
欧
米
系
と
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
一
～
二
名
と
少
な
く
、
日
本
人
、
日
系
人
ま
た

は
ア
ジ
ア
系
の
参
加
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
よ
り
も
ア
ジ
ア
系
移
民
の
比
率
が
高
い
ハ
ワ
イ
の
人
口
構
成
を

あ
る
程
度
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
雅
楽
ク
ラ
ス
開
設
か
ら
数
年
経
っ
た
一
九
六
八
年
一
月
、
社
本
氏
に
教
え
を
受
け
た
人
々
が
集
ま
り
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会

が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
バ
ー
バ
ラ
・
ス
ミ
スB

arbara Sm
ith

、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ケ
プ
ラ
ー A

drienne K
aeppler

、
リ
ッ
カ
ル

ド
・
ト
リ
ミ
ュ
ロ
スR

icardo Trim
illos

な
ど
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
民
族
音
楽
学
を
支
え
る
人
々
が
含
ま
れ
て
い
た
。
五
个
月
後
、
ハ
ワ
イ



九

雅
楽
研
究
会
は
、
日
本
雅
楽
会
ハ
ワ
イ
支
部
と
し
て
正
式
な
姉
妹
団
体
と
な
っ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
一
五
頁
、
四
頁
口
絵
写
真
︶
。

　

社
本
氏
ご
自
身
に
よ
る
と
、
日
本
に
い
た
時
は
雅
楽
に
あ
ま
り
興
味
が
な
く
、
大
学
時
代
は
む
し
ろ
演
劇
に
熱
中
し
て
い
た
そ
う
で

あ
る
1
3
。
ハ
ワ
イ
で
雅
楽
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
改
め
て
雅
楽
を
深
く
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
九
七
一
年
、
ハ
ワ

イ
雅
楽
の
一
行
は
、
五
週
間
の
日
程
で
来
日
し
、
雅
楽
の
集
中
特
訓
、
各
地
の
祭
礼
や
雅
楽
の
見
学
、
交
流
演
奏
な
ど
を
行
っ
た
。

﹃
軌
跡
﹄
に
よ
れ
ば
、
七
月
二
一
日
か
ら
八
月
一
一
日
ま
で
東
京
の
天
理
教
東
中
央
大
教
会
に
宿
泊
し
て
、
そ
こ
で
宮
内
庁
楽
部
の
薗

廣
育
師
、
東
儀
博
師
、
芝
祐
靖
師
、
上
明
彦
師
、
安
倍
季
昌
師
1
4
に
実
技
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
間
さ
ら
に
浦
安
舞
、
御
神
楽
歌
の
教

習
を
受
け
、
明
治
神
宮
、
東
京
大
神
宮
、
氷
川
神
社
な
ど
の
祭
礼
見
学
も
行
っ
た
。
八
月
一
二
日
か
ら
四
日
間
は
、
社
本
氏
の
故
郷
の

名
古
屋
、
一
六
日
～
二
六
日
は
天
理
に
泊
ま
り
、
周
辺
の
宗
教
団
体
、
教
育
機
関
の
訪
問
、
奉
納
演
奏
、
交
流
演
奏
な
ど
を
行
っ
た

︵
﹃
軌
跡
﹄
一
六
～
一
八
頁
︶
。
当
時
、
ま
だ
外
国
人
が
雅
楽
を
演
奏
す
る
例
は
非
常
に
珍
し
く
、
一
行
は
道
中
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
を
受
け
た
こ
と
が
、
﹃
軌
跡
﹄
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
か
ら
わ
か
る
。

　

一
九
七
二
年
六
月
、
今
度
は
、
東
京
の
日
本
雅
楽
会
が
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
ハ
ワ
イ
渡
航
者
は
、
会
長
の

押
田
良
久
、
小
島
吉
太
郎
、
白
井
貞
雄
の
各
氏
な
ど
演
奏
者
一
四
名
、
一
般
参
加
者
七
名
だ
っ
た
1
5
。
一
行
は
、
二
一
日
、
日
米
宗
教

者
協
議
会
で
管
絃
、
二
三
日
パ
ン
チ
ボ
ー
ル
国
立
共
同
墓
地
で
管
絃
、
天
理
教
ハ
ワ
イ
伝
道
庁
で
舞
楽
、
ホ
ノ
ル
ル
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
舞
楽
を
披
露
し
た
。
二
四
日
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
オ
ー
ビ
ス
講
堂
で
管
絃
、
舞
楽
、
御
神
楽
人
長
舞
を
演
じ
た
。
︵
日
本
雅
楽
会　

一
九
九
八
：
三
○
頁
︶
。
こ
の
時
の
道
中
に
つ
い
て
は
、
押
田
会
長
が
読
売
新
聞
に
寄
稿
し
た
文
章
に
詳
し
い
が
︵
﹃
軌
跡
﹄
二
一
～

二
三
頁
︶
、
演
目
の
目
玉
の
一
つ
は
︿
其
駒
﹀
で
あ
っ
た
。

　

︿
其
駒
﹀
と
は
、
雅
楽
の
中
で
最
も
格
式
の
高
い
御
神
楽
の
中
の
一
曲
で
、
神
楽
歌
に
合
わ
せ
て
人
長
と
い
う
楽
人
の
長
が
舞
を
舞

う
。
御
神
楽
は
一
二
月
の
中
旬
に
宮
中
の
賢
所
で
天
皇
も
臨
席
し
て
行
わ
れ
る
神
聖
な
歌
舞
で
、
現
在
も
儀
式
は
非
公
開
で
あ
る
。
日



一
〇

本
雅
楽
会
は
、
昭
和
三
七
︵
一
九
六
二
︶
年
に
芸
術
祭
参
加
公
演
の
中
で
こ
の
︿
其
駒
﹀
を
演
じ
て
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
け
、
一
○

年
後
の
一
九
七
二
年
に
、
初
め
て
海
外
で
︿
其
駒
﹀
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
二
○
～
二
一
頁
︶
。
以
後
、
日
本
雅
楽
会

は
、
二
○
一
一
年
ま
で
、
一
五
回
に
わ
た
っ
て
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
、
親
善
演
奏
会
を
催
し
て
い
る
1
6
。
日
本
雅
楽
会
の
渡
布
に
は
、
日
本

雅
楽
会
で
講
師
と
し
て
教
え
て
い
る
宮
内
庁
の
楽
師
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
は
、
毎
年
学
期
末
︵
五
月
︶
の
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
＝
﹁
パ
ウ
ハ
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト　

Pau  H
ana C

on-

cert

﹂
で
練
習
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
地
元
ハ
ワ
イ
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
を
依
頼
さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
に
国
際
伝
統
音
楽
学
会 International C

ouncil for Traditional M
usic 

︵IC
TM

︶

の
大
会
が
ホ
ノ
ル
ル
で
あ
っ
た
時
は
、
日
本
雅
楽
会
と
合
同
で
出
演
し
て
い
る
1
7
。
一
九
九
七
年
に
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
民
俗
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル Sm

ithsonian Folklife Festival

︵
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

︶
に
も
招
か
れ
た
︵
﹃
軌
跡
﹄
口
絵
写
真
︶
。

　

一
九
九
八
年
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ギ
ュ
ン
タ
ー
教
授
が
ハ
ワ
イ
大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
一
年
間
滞
在
し
た
。

そ
の
間
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
氏
は
雅
楽
の
実
技
ク
ラ
ス
に
参
加
し
、
学
期
末
の
パ
ウ
ハ
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
た
。
折
し
も
、
ハ
ワ

イ
雅
楽
研
究
会
は
創
立
三
○
周
年
の
年
で
、
日
本
か
ら
日
本
雅
楽
会
も
第
一
○
回
目
の
渡
布
を
果
た
し
、
八
月
二
九
日
に
ハ
ワ
イ
大
学

オ
ー
ビ
ス
講
堂
で
、
盛
大
に
合
同
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本
雅
楽
会
﹃
ハ
ワ
イ
公
演　

感
想
文
集
﹄

︵
一
九
九
八
︶
に
よ
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
の
︿
平
調
音
取
﹀
︿
鶏
徳
﹀
︿
大
和
神
楽
﹀
1
8
︿
越
天
楽
今
様
﹀
舞
楽
︿
納
曽

利
﹀
、
合
同
演
奏
に
よ
る
︿
越
天
楽
︵
残
楽
三
返
︶
﹀
、
日
本
雅
楽
会
に
よ
る
舞
楽
︿
陪
臚
﹀
と
︿
蘭
陵
王
﹀
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
少
し
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
全
貌
は
、

そ
れ
を
網
羅
す
る
よ
う
な
記
録
が
な
く
、
じ
つ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
断
片
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
録
と
社
本
氏
の
話
か
ら
う
か
が
い

知
る
限
り
で
は
、
平
調
︿
越
天
楽
﹀
︿
五
常
楽
﹀
︿
陪
臚
﹀
、
盤
渉
調
︿
越
天
楽
﹀
、
太
食
調
︿
慶
徳
﹀
そ
の
他
、
基
本
的
な
唐
楽
の



一
一

管
絃
曲
と
、
舞
楽
︿
蘭
陵
王
﹀
︿
納
曽
利
﹀
な
ど
が
よ
く
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
神
社
の
巫
女
舞
の
︿
浦
安
の
舞
﹀
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー

で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
社
本
氏
自
身
に
よ
る
創
作
歌
舞
が
時
折
演
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
︿
大
和
神
楽
﹀
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
見
は
御
神
楽
の
︿
其
駒
﹀
に
似
た
舞
で
、
音
楽
は
︿
浦
安
の
舞
﹀
に

似
て
、
太
鼓
が
拍
子
を
刻
む
。
ま
た
︿
龍
と
剣
﹀
と
い
う
作
品
は
、
八
岐
大
蛇
退
治
を
題
材
と
し
た
新
作
音
楽
劇
で
あ
る
。
音
楽
的
に

は
、
雅
楽
の
ほ
か
、
祭
囃
子
や
出
雲
神
楽
の
要
素
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
さ
ら
に
、
︿
神
代
の
歌
舞
︵
天
岩

戸
︶
﹀
と
い
う
音
楽
劇
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
御
前
で
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
と
い
う
設
定
で
、
︿
大
和
神

楽
﹀
、
︿
浦
安
の
舞
﹀
、
新
作
舞
楽
︵
︿
抜
頭
﹀
の
面
を
つ
け
、
裲
襠
を
着
し
た
舞
人
が
鉾
を
振
る
舞
︶
な
ど
が
登
場
す
る
。
社
本
作

品
は
、
氏
が
学
生
時
代
、
演
劇
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
や
視
覚
的
効
果
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
新
作
で
な
く
、
︿
越
天
楽
︵
残
楽
三
返
︶
﹀
の
よ
う
な
通
常
の
古
典
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
演
奏
す
る
時
も
、

楽
器
が
減
っ
て
行
く
と
同
時
に
証
明
も
落
と
し
て
行
く
な
ど
、
演
出
を
工
夫
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
の
雅
楽
は
、
古
典
の
基
本
的
レ
バ
ー
ト
リ
ー
を
伝
承
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
演
奏
す
る
と
と
も
に
、
劇
的

要
素
を
採
り
入
れ
た
新
作
、
視
覚
的
要
素
を
工
夫
し
た
演
出
を
開
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
ケ
ル
ン
大
学
の
場
合

　

ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ギ
ュ
ン
タ
ー
教
授
1
9
が
、
一
九
九
八
年
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
滞
在
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
る
。
そ
の
縁
で
、
二
○
○
○
年
四
月
、
社
本
氏
は
ケ
ル
ン
大
学
に
招
か
れ
た
。
三
个
月
間
教
え
て
、
学
期
末
に
、
ケ
ル
ン
の
東
洋

美
術
館M

useum
 für O

stasiatische K
unst K

öln

で
発
表
会
を
行
っ
た
。

　

社
本
氏
に
よ
れ
ば
、
文
化
庁
か
ら
の
資
金
を
得
、
楽
器
は
す
べ
て
日
本
か
ら
調
達
し
た
。
笙
は
骨
董
市
で
安
く
購
入
し
、
リ
ー
ド
を



一
二

宮
内
庁
楽
師
の
岩
波
滋
師
に
直
し
て
も
ら
っ
た
。
笛
は
自
分
で
作
っ
た
も
の
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
、
篳
篥
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
、
箏
は

生
田
流
の
も
の
が
三
面
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
持
っ
て
行
っ
た
。
鞨
鼓
は
現
地
で
作
っ
た
。
ま
た
、
琵
琶
の
バ
チ
面
の
革

も
、
現
地
で
張
っ
た
と
い
う
2
0
。
楽
器
は
す
べ
て
ケ
ル
ン
に
寄
贈
し
た
。
問
題
は
装
束
で
あ
っ
た
。
社
本
氏
は
地
元
の
生
地
屋
に
行
っ

て
、
自
己
負
担
で
黄
色
の
カ
ー
テ
ン
生
地
を
一
○
○
ヤ
ー
ド
買
い
、
使
用
し
て
い
な
い
ミ
シ
ン
を
借
り
て
、
直
垂
の
よ
う
な
上
着
を

一
二
着
縫
っ
て
し
ま
っ
た
。
ズ
ボ
ン
は
紺
色
の
生
地
で
作
っ
た
。
三
个
月
の
特
訓
の
成
果
は
七
月
の
演
奏
会
で
発
揮
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
初
め
て
の
現
地
の
人
に
よ
る
雅
楽
演
奏
会
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
と
い
う
2
1
。
演
目
は
︿
越
天
楽
﹀
︿
五
常
楽
﹀
な
ど
で
あ
っ

た
。

　

﹃
軌
跡
﹄
に
よ
れ
ば
、
社
本
氏
は
、
二
○
○
二
年
九
月
に
も
ケ
ル
ン
に
三
週
間
滞
在
し
︵
六
～
二
八
日
︶
、
集
中
指
導
を
行
っ
た

︵
三
一
頁
︶
。
九
月
二
八
日
に
、
ケ
ル
ン
大
学
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
第
三
回
発
表
会
の
演
目
は
唐
楽
︿
越
天
楽
︵
残
楽
三
返
︶
﹀
︿
陪

臚
﹀
、
高
麗
楽
︿
納
曽
利
﹀
な
ど
で
あ
っ
た
。
社
本
氏
は
、
二
○
○
四
年
に
も
ケ
ル
ン
を
訪
ね
、
ケ
ル
ン
大
学
大
講
堂
で
雅
楽
発
表
会

を
行
っ
た
。
こ
の
時
は
、
日
本
か
ら
日
本
雅
楽
会
も
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
六
年
、
ケ
ル
ン
雅
楽
会
は
、
日
本
と
ハ
ワ
イ
を
訪

れ
、
交
流
演
奏
会
を
持
っ
た
。

　

総
じ
て
、
国
外
の
雅
楽
は
年
に
一
回
の
集
中
指
導
だ
け
で
は
存
続
す
る
の
は
難
し
い
。
二
○
○
○
年
に
創
設
さ
れ
た
ケ
ル
ン
雅
楽

は
、
現
地
在
住
の
志
水
美
郎
氏
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
、
合
奏
を
維
持
し
て
き
た
。
志
水
氏
は
天
理
大
学
時
代
、
同
大
の
雅
楽
部
長
を

務
め
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
大
学
に
留
学
し
た
。
現
在
は
ケ
ル
ン
の
﹁
天
理
文
化
工
房
﹂
2
2
の
責
任
者
を
任
さ
れ
、
日
本
文
化
を
発
信
す

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
い
る
。
志
水
氏
は
ケ
ル
ン
大
学
の
雅
楽
合
奏
発
足
当
初
か
ら
参
加
し
て
来
た
が
、
最
近
は

ゼ
ミ
の
ク
ラ
ス
も
持
ち
、
雅
楽
の
歴
史
、
理
論
、
楽
譜
の
解
説
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

海
外
の
雅
楽
ク
ラ
ス
が
継
続
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
は
、
受
講
者
を
常
時
受
け
入
れ
る
こ
と
が
き
る
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
意



一
三

味
で
、
雅
楽
の
普
及
に
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
毎
年
一
定
の
初
心
者
が
あ
り
、
い
つ
も
基
本
的
な
レ

パ
ー
ト
リ
ー
だ
け
の
練
習
で
は
、
参
加
者
の
意
欲
、
質
は
低
下
す
る
。
そ
の
た
め
、
マ
ン
ネ
リ
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
外
部
の
雅
楽
団
体
と
の
交
流
で
あ
る
。
ケ
ル
ン
の
場
合
、
も
と
も
と
ハ
ワ
イ
の
社
本
氏
が
創
設
に
関
わ
っ
た
た

め
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
と
関
係
が
深
い
。
さ
ら
に
ハ
ワ
イ
雅
楽
は
日
本
雅
楽
会
と
関
係
が
深
い
た
め
、
こ
の
三
者
は

相
互
訪
問
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
交
流
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
二
○
一
二
年
と
二
○
一
三
年
に
筆
者
が
訪
れ
た
時
の
ケ
ル
ン
雅
楽
の
様
子
を
報
告
す
る
。
ケ
ル
ン
雅
楽
は
継
続
的
に
参
加

し
て
い
る
学
生
も
し
く
はO

B
/O

G

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
雅
楽
を
演
奏
す
る
団
体
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
出
演
依
頼
も
多
い
。
二
○
一
二
年
に
筆
者
が
見
学
し
た
折
に
は
、
笙
︵
男
性O

B

︶
、
篳
篥
︵
社
会
人
女
性
2
3
︶
、
龍
笛
︵
男

子
学
生
︶
、
琵
琶
︵
男
子
学
生
︶
、
箏
︵
女
子
学
生
︶
、
鞨
鼓
︵
も
し
く
は
篳
篥
︶
︵
男
子
学
生
︶
と
い
う
、
各
楽
器
ほ
ぼ
一
名
ず
つ

の
参
加
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
初
心
者
で
な
く
、
継
続
的
な
参
加
者
で
あ
る
。
二
○
一
三
年
は
、
篳
篥
の
女
性
の
代
わ
り
に

日
本
人
の
社
会
人
男
性
2
4
が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
顔
ぶ
れ
が
コ
ア
・
メ
ン
バ
ー
で
、
外
部
か
ら
の
演
奏
依
頼
が
あ
る
と
、
だ
い
た
い

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
出
演
す
る
。

　

二
○
一
三
年
は
、
た
ま
た
ま
ケ
ル
ン
の
近
郊
、
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
日
本
の
音
楽
に
焦
点
を
当
て
た
小
さ
な
演
奏
会
が
あ
り
、
筆
者
は

見
学
・
兼
裏
方
手
伝
い
と
し
て
同
行
し
た
。
雅
楽
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
、
右
の
メ
ン
バ
ー
で
出
演
し
て
い
た
。
曲
目
は
︿
越

天
楽
﹀
と
︿
長
慶
子
﹀
だ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
雅
楽
の
他
、
日
本
人
作
曲
家
の
ピ
ア
ノ
作
品
、
声
楽
作
品
な
ど
で
あ
っ
た
2
5
。
六

○
人
程
度
収
容
の
小
さ
な
ホ
ー
ル
が
満
席
で
、
日
本
の
音
楽
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

ケ
ル
ン
雅
楽
の
参
加
者
は
、
ハ
ワ
イ
やLA

の
よ
う
な
古
い
日
系
移
民
は
い
な
い
が
、
日
系
企
業
、
各
種
団
体
の
駐
在
員
や
、
日
本
人

の
配
偶
者
や
親
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ど
、
多
少
日
本
と
縁
が
あ
る
人
が
合
奏
に
参
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
現
在
の
と



一
四

こ
ろ
そ
れ
も
少
数
で
、
む
し
ろ
大
多
数
は
、
異
文
化
で
あ
る
雅
楽
、
雅
楽
器
、
あ
る
い
は
日
本
文
化
に
興
味
を
抱
い
て
参
加
し
た
若
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
学
生
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ゼ
ミ
の
方
は
二
○
一
三
年
一
一
月
の
時
点
で
四
名
の
受
講
者
が
あ
り
、
ケ
ル
ン
大
学
と
提
携
関
係
の
あ
る
日
本
の
上
智

大
学
か
ら
の
日
本
人
留
学
生
三
名
と
、
ド
イ
ツ
人
学
生
一
名
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
ケ
ル
ン
雅
楽
が
結
成
さ
れ
た

最
初
期
に
在
籍
し
て
い
た
学
生
に
、
ユ
キ
エ
・
ビ
ュ
ル
ク
ナ
ーYukie B

ürckner

氏
が
い
る
。
ビ
ュ
ル
ク
ナ
ー
氏
は
当
時
、
民
族
音
楽
学

の
リ
ュ
デ
ィ
ガ
ー
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ R

udiger Schum
acher

教
授
の
も
と
で
学
ぶ
学
生
で
、
雅
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
加
わ
る
と
と
も

に
、
卒
業
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
論
文
の
テ
ー
マ
は
東
儀
秀
樹
の
音
楽
活
動
の
研
究
で
あ
っ
た
2
6
。
雅
楽
合
奏
受
講
者
の
中
か
ら

研
究
に
進
む
学
生
が
さ
ら
に
現
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

四
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
場
合

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ッ
ハ
ン
タ
ン
に
位
置
す
る
名
門
大
学
で
、
日
本
文
学
の
研
究
で
高
い
実
績
の
あ
る
大
学

で
あ
る
。U

C
LA

、
ハ
ワ
イ
、
ケ
ル
ン
で
は
、
い
ず
れ
も
民
族
音
楽
学
の
研
究
者
が
雅
楽
を
導
入
し
た
が
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
で
は
日

本
の
中
世
文
学
研
究
者
の
バ
ー
バ
ラ
・
ル
ー
シ
ュB

arbara R
uch

名
誉
教
授
が
雅
楽
導
入
を
推
進
し
た
。
つ
ま
り
、U

C
LA

、
ハ
ワ
イ
、

ケ
ル
ン
で
は
、
非
西
洋
世
界
の
民
族
音
楽
の
一
つ
と
し
て
雅
楽
が
導
入
さ
れ
た
の
に
対
し
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
で
は
、
日
本
研
究
の
一

貫
と
し
て
、
日
本
の
﹁
音
の
文
化
﹂
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が
最
初
に
ル
ー
シ
ュ
氏
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
雅
楽
開
設
の
プ
ラ

ン
を
う
か
が
っ
た
時
は
︵
二
○
○
五
年
秋
︶
、
日
本
音
楽
の
実
技
を
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
で
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
箏
や
尺
八
な
ど
す
で

に
ア
メ
リ
カ
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
も
の
で
、
し
か
も
複
雑
で
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
を
選
ん
だ
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

2
7
。



一
五

　

雅
楽
の
授
業
は
音
楽
の
実
技
で
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
音
楽
学
部
の
協
力
な
し
に
は
成
立
し
な
い
。
よ
っ
て
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の

雅
楽
ク
ラ
ス
は
、
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部D

epartm
ent of East A

sian Languages and C
ultures 

︵EA
LA

C

︶
と
音
楽
学
部 D

epart-

m
ent of M

usic

の
共
同
開
講
と
な
っ
て
い
る
。
一
週
間
に
一
度
の
授
業
は
音
楽
学
部
の
練
習
室
で
行
わ
れ
る
が
、
年
に
一
度
の
プ
ロ
の

雅
楽
演
奏
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
はEA

LA
C

の
中
世
日
本
研
究
所Institute for M

edieval Japanese Studies 

︵Japanese C
ul-

tural H
eritage Initiatives

︶
主
催
で
行
わ
れ
る
。

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
雅
楽
は
二
○
○
六
年
九
月
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
数
年
前
か
ら
ル
ー
シ
ュ
教
授
は
周
到
に
準
備
を
始
め
、
日
本
の

企
業
、
政
府
、
ア
メ
リ
カ
の
財
団
な
ど
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
少
し
ず
つ
楽
器
を
揃
え
た
︵
購
入
や
寄
贈
︶
。
二
○
○
六
年
三
月
に

は
、
日
本
か
ら
伶
楽
舎
の
宮
田
ま
ゆ
み
氏
︵
笙
︶
、
笹
本
武
志
氏
︵
笛
︶
、
中
村
仁
美
氏
︵
篳
篥
︶
を
呼
び
、
雅
楽
ク
ラ
ス
開
設
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
︿
平
調
調
子
﹀
︿
越
天
楽
﹀
︿
蘇
莫
者
序
、
破
﹀
な
ど
古
典
雅

楽
と
、
笹
本
武
志
︿
月
の
下
に
て
﹀
、
清
元
栄
吉
︿
望
郷
﹀
、
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ツ R

obert H
P Platz

︿
線
香
花
火
﹀
、
三
浦
寛
也

︿K
iyom

i 

︵A
lm

anac

︶
﹀
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ー
プ
ラ
ー G

erhard Staebler “]Life[“

、
石
井
真
木
︿
飛
天
生
動
﹀
な
ど
の
現
代

雅
楽
作
品
で
あ
っ
た
。
三
浦
氏
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
作
曲
科
を
修
了
し
て
い
る
。

　

二
○
○
六
年
の
九
月
か
ら
、
実
際
の
雅
楽
実
技
ク
ラ
ス
が
始
ま
っ
た
。
初
代
講
師
は
筆
者
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
全
員
、
笙
、
篳
篥
、

笛
の
ど
れ
か
を
練
習
し
た
。
楽
譜
は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
し
た
伝
統
的
な
雅
楽
譜
と
、
指
孔
の
一
覧
表
な
ど
を
用
意
し
た
。
五
線
譜
は
使

用
し
な
か
っ
た
。
最
初
に
登
録
し
た
学
生
は
二
○
名
以
上
い
た
が
、
楽
器
の
数
に
限
り
が
あ
る
こ
と
と
、
演
奏
の
難
し
さ
か
ら
、
す
ぐ

に
一
四
、
五
名
程
度
に
減
っ
た
。
龍
笛
の
場
合
は
、
単
純
に
音
が
出
な
い
、
篳
篥
の
場
合
は
、
リ
ー
ド
の
調
整
と
吹
奏
時
の
音
高
の
調

整
が
難
し
い
、
笙
の
場
合
は
和
音
を
替
え
る
時
の
細
か
い
指
遣
い
操
作
が
覚
え
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
脱
落
す
る
こ
と
が
多
い
。

管
楽
器
脱
落
者
は
、
日
本
の
雅
楽
ク
ラ
ス
で
も
同
様
に
一
定
の
割
合
で
出
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
に
は
、
絃
楽
器
か
打
楽
器
を
担
当
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六

し
て
も
ら
う
。
学
生
の
内
訳
は
、
音
楽
学
部
で
多
少
管
楽
器
の
経
験
が
あ
る
者
も
数
名
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
あ
ま
り
音
楽
経
験
の
な

い
学
生
だ
っ
た
。
ま
た
、
授
業
は
非
正
規
学
生
︵
聴
講
生
︶
に
も
開
か
れ
て
お
り
、
社
会
人
の
年
配
の
参
加
者
も
二
、
三
人
い
た
。
人

種
的
に
は
欧
米
系
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ア
ジ
ア
系
学
生
は
二
、
三
人
で
あ
っ
た
。

　

大
学
に
お
け
る
雅
楽
実
技
教
習
の
最
大
の
問
題
は
、
三
つ
の
管
楽
器
を
一
人
の
講
師
が
同
時
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
宮
内
庁
の
教
習
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
本
来
は
、
管
楽
器
別
に
専
門
の
講
師
が
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
大
概
の

場
合
、
講
師
は
、
自
分
以
外
に
別
の
講
師
を
二
人
ほ
ど
頼
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
東
京
芸
術
大
学
の
初
期
の
雅
楽
実
技
の
場
合
も

同
様
で
、
筆
者
が
受
講
し
て
い
た
一
九
八
○
年
代
の
正
式
な
講
師
は
芝
祐
靖
師
で
あ
っ
た
が
、
芝
師
は
、
笙
の
宮
田
ま
ゆ
み
氏
、
石
川

高
氏
や
、
篳
篥
の
田
渕
勝
彦
氏
を
自
己
負
担
で
招
聘
し
て
い
た
2
8
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
場
合
も
同
様
に
、
現
地
在
住
の
佐
々
木
教
之

氏
︵
篳
篥
︶
と
佐
々
木
ル
イ
ー
ズ
氏
︵
笛
︶
、
福
井
陽
一
氏
︵
笙
︶
に
お
願
い
し
て
、
実
技
指
導
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
は

二
○
○
六
年
九
月
か
ら
、
翌
年
の
三
月
ま
で
教
え
た
が
、
そ
の
あ
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
毎
週
の
実
技
指
導
は
こ
の
三
名
の
方
々
が

行
っ
て
い
る
。

　

雅
楽
ク
ラ
ス
が
始
ま
っ
て
、
三
个
月
後
の
一
二
月
初
旬
、
学
内
コ
ン
サ
ー
ト
で
雅
楽
の
発
表
会
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
カ
ー
サ
・
イ
タ
リ
ア
ー
ナ
と
い
ネ
オ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
講
堂
2
9
が
あ
り
、
そ
こ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
。
曲
目
は

︿
越
天
楽
﹀
︿
更
衣
﹀
で
あ
っ
た
。
学
生
は
、
笙
、
龍
笛
、
篳
篥
各
三
名
、
琵
琶
二
名
、
箏
一
名
、
鉦
鼓
一
名
と
い
う
配
役
で
、
管
楽

器
に
各
一
名
ず
つ
と
、
鞨
鼓
と
太
鼓
に
天
理
教
の
演
奏
者
が
助
演
し
た
。
当
時
、
打
楽
器
は
ま
だ
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
天
理

教
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
拝
借
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
初
め
て
の
雅
楽
コ
ン
サ
ー
ト
は
な
ん
と
か
形
を
整
え
、
成
功
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
こ
の
年
は
た
ま
た
ま
日
本
の
国
連
加
盟
五
○
周
年
の
年
で
、
一
一
月
に
東
京
か
ら
小
野
雅
楽
会
3
0
が
、
国
連
の
行

事
で
演
奏
す
る
た
め
に
渡
米
し
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
教
会R

iverside C
hurch

で
小
野
雅
楽
会
に
特
別
演
奏



一
七

会
を
開
い
て
も
ら
い
3
1
、
学
生
は
小
野
雅
楽
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
︿
越
天
楽
﹀
に
加
わ
っ
た
。

　

年
が
改
ま
り
、
二
○
○
七
年
一
月
か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
。
人
数
は
や
や
減
り
、
一
○
名
程
度
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
継
続
し
て
受
講
す
る
学
生
が
二
、
三
名
い
た
。
二
月
に
、
日
本
か
ら
来
た
伶
楽
舎
の
宮
田
ま
ゆ
み
氏
、
笹
本
武
志
氏
、
中
村

仁
美
氏
に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
、
学
生
も
︿
越
天
楽
﹀
に
参
加
す
る
形
で
、
練
習
成
果
を
披
露
し
た
3
2
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
で
は
、
年
間
を
通
し
て
、
雅
楽
実
技
の
ク
ラ
ス
を
開
講
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
利
用
し
て
、
学

生
た
ち
に
練
習
の
成
果
を
発
表
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
毎
年
二
月
ま
た
は
三
月
に
、
日
本
か
ら
伶
楽
舎
の
演
奏
家
が
渡
米
し

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
3
3
。
学
生
は
、
こ
の
時
、
必
ず
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
す
る
。

つ
ま
り
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
場
合
、
②
滞
在
型
と
①
渡
航
型
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
日
常
的
に
基
礎
的
古
典
曲
を
習
得
さ
せ
る
と

同
時
に
、
年
に
一
回
、
日
本
か
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
が
訪
れ
、
古
典
に
加
え
、
最
先
端
の
現
代
雅
楽
に
も
触
れ
る
機
会
が
も
う
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
3
4
。

　

さ
ら
に
、
ル
ー
シ
ュ
氏
は
、
二
○
○
八
年
か
ら
、
五
月
後
半
か
ら
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
日
本
に
滞
在
す
る
特
別
集
中
コ
ー
ス

M
entor Protégé Sum

m
er Initiative

3
5
も
実
施
し
て
い
る
。
学
生
は
三
週
間
東
京
な
ど
に
滞
在
し
、
そ
の
間
、
笹
本
氏
、
中
村
氏
、
な

ど
プ
ロ
の
雅
楽
演
奏
家
か
ら
集
中
的
に
稽
古
を
し
て
も
ら
う
。
そ
の
他
、
宮
内
庁
楽
部
や
近
郊
の
神
社
等
を
訪
れ
て
雅
楽
や
日
本
文
化

に
触
れ
る
。
二
○
○
九
年
に
東
京
を
訪
れ
た
際
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
学
生
と
、
日
本
の
国
立
音
楽
大
学
で
雅
楽
を
学
ん
だ
学
生
の
合

同
演
奏
会
が
、
東
京
上
野
の
奏
楽
堂
で
開
か
れ
た
。

　

二
○
一
二
年
か
ら
は
、
雅
楽
に
加
え
、
尺
八
、
箏
曲
の
実
技
コ
ー
ス
も
開
設
さ
れ
た
。
尺
八
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
如
楽
・
シ
ュ
レ

フ
ァ
ーJam

es N
yoraku Schlefer

氏
、
箏
は
沢
井
箏
曲
院
で
学
ん
だ
石
榑
雅
代
氏
が
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ー
シ
ュ
氏
は
、
二
○

一
三
年
か
ら
、
雅
楽
だ
け
で
な
く
近
世
邦
楽
も
含
ん
だ
、
日
本
伝
統
音
楽
の
振
興
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を
議
論
す
る
国
際
会
議
を
開
い
て



一
八

い
る
3
6
。

　
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
海
外
の
教
育
機
関
で
雅
楽
が
定
着
し
て
い
る
四
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
い
ず
れ
も
、
大
学
の
制
度
下
で
教
習
さ
れ
る
べ
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
知
さ
れ
、
継
続
的
運
営
に
成
功
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
・
運
営
に
つ
い
て
、
そ

の
構
造
や
利
点
、
欠
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
立
ち
上
げ
や
、
以
降
の
継
続
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
指
導
講
師
の
献
身
的
な
情
熱
と
貢
献
に
支
え
ら
れ

て
い
る
。
大
学
側
か
ら
の
資
金
、
イ
ン
フ
ラ
援
助
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
講
師
の
﹁
貢
献
﹂
と
は
、
単
な
る
楽
器
の
実
技
指
導

だ
け
で
な
く
、
楽
器
・
衣
装
の
調
達
、
楽
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
演
奏
会
全
体
の
差
配
、
運
搬
や
移
動
、
食
事
の
手
配
な
ど
に
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
し
か
も
講
師
の
個
人
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。

　

雅
楽
の
実
技
ク
ラ
ス
運
営
の
難
し
い
点
は
、
こ
の
音
楽
が
合
奏
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
一
つ
一
つ
の
楽
器
に
高
度
な
技
量
が
要
求
さ

れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
、
合
奏
の
要
と
な
る
笙
、
篳
篥
、
笛
は
、
楽
器
の
構
造
や
演
奏
技
術
が
相
互
に
ま
っ
た
く
異
な
り
、
通

常
は
別
々
の
専
門
家
が
担
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
外
の
雅
楽
ク
ラ
ス
で
は
一
人
の
講
師
が
す
べ
て
の
楽
器
を
教
え
る
こ
と
が

多
い
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
場
合
、
設
置
二
年
目
以
降
は
制
度
的
に
正
式
に
三
名
の
管
楽
器
指
導
者
が
別
々
に
教
え
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
か
な
り
例
外
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
外
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
来
の
あ
る
べ
き
形
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
練
習
室
は
一
つ
し
か
割
り
当
て
ら
れ
な
い
。
理
想
的
に
は
、
笙
、
篳
篥
、
笛
の
楽
器
別
の
練
習
室
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
毎
年
一
定
数
や
っ
て
来
る
初
心
者
と
継
続
者
は
、
初
め
の
う
ち
は
分
け
て
練
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
教

室
が
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ク
ラ
ス
の
前
半
一
時
間
は
初
心
者
、
後
半
の
一
時
間
は
上
級
者
と
と
も
に
合
奏
、
と
い
う
時
間



一
九

差
開
講
形
式
で
運
用
し
て
い
る
。

　

雅
楽
の
実
技
ク
ラ
ス
で
難
し
い
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
楽
器
で
あ
る
。
複
雑
で
高
度
な
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
楽
器
は
、
そ

れ
自
体
の
調
達
が
海
外
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
一
度
入
手
し
た
楽
器
も
、
笙
の
リ
ー
ド
の
調
律
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
習
熟
し
た

技
術
、
道
具
、
材
料
が
必
要
で
あ
る
。
絃
楽
器
の
糸
、
篳
篥
の
リ
ー
ド
な
ど
の
消
耗
品
の
調
達
も
簡
単
で
は
な
い
。
衣
装
や
舞
台
装
置

︵
敷
布
、
勾
欄
な
ど
︶
に
至
っ
て
は
、
楽
器
以
上
に
高
価
で
あ
り
、
各
種
宗
教
団
体
、
雅
楽
団
体
、
楽
器
商
な
ど
に
特
別
な
縁
故
が
な

い
限
り
、
調
達
は
難
し
い
。
調
達
で
き
る
場
合
は
、
古
い
も
の
を
安
価
も
し
く
は
無
償
で
譲
り
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
う
し
て
、
多
く
の
苦
労
の
末
に
開
講
さ
れ
る
雅
楽
実
技
ク
ラ
ス
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
受
講
者
が
来
て
、
彼
ら
は
そ
の
後

ど
う
な
る
の
か
。

　

参
加
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
と
指
向
を
持
つ
人
が
い
る
。
ま
ず
、
日
本
人
留
学
生
が
時
折
受
講
に
来
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
か

ら
お
し
な
べ
て
返
っ
て
来
る
の
は
、
﹁
日
本
に
い
た
時
は
雅
楽
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
海
外
に
来
て
、
日
本
文
化
を
知
る
大
切

さ
を
認
識
し
た
た
め
、
受
講
し
た
﹂
と
い
う
答
え
で
あ
る
3
7
。
現
在
の
日
本
の
状
況
を
端
的
に
象
徴
す
る
発
言
で
あ
る
。
一
方
、
家
族

に
日
本
人
が
い
る
外
国
人
は
、
自
分
と
近
し
い
人
の
国
の
文
化
を
知
り
た
い
と
い
う
知
的
好
奇
心
が
背
後
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
3
8
。
ま

た
、
勤
務
先
が
日
本
企
業
3
9
や
宗
教
団
体
4
0
で
あ
る
社
会
人
︵
日
本
人
︶
が
や
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
異
文
化

に
囲
ま
れ
た
異
郷
の
地
で
、
日
本
文
化
を
維
持
、
発
信
す
る
、
あ
る
い
は
日
本
的
連
帯
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。　
　

　

そ
れ
以
外
の
若
い
欧
米
系
の
学
生
に
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ま
ず
、
た
く
さ
ん
あ
る
民
族
音
楽
の
一
つ
と
し
て　

異
文
化
に

対
す
る
興
味
か
ら
参
加
す
る
人
々
が
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
的
、
身

体
的
な
﹁
知
﹂
を
も
と
に
、
音
楽
の
理
論
的
な
分
析
、
理
解
を
深
め
る
と
い
う
学
問
的
視
座
が
一
九
六
○
年
代
に
確
立
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
音
楽
の
実
技
ク
ラ
ス
が
開
講
さ
れ
て
い
る
4
1
。
学
生
も
、
一
つ
の
音
楽
に
集
中
す
る
よ
り
、
複
数
の
ク
ラ



二
〇

ス
を
試
す
傾
向
が
強
い
。
こ
の
た
め
、
継
続
的
に
雅
楽
だ
け
に
集
中
す
る
学
生
は
割
合
か
ら
す
る
と
三
割
程
度
と
少
な
く
、
習
熟
し
た

演
奏
者
が
育
た
な
い
。
ま
た
、
受
講
者
の
中
か
ら
雅
楽
や
そ
の
他
の
日
本
音
楽
を
研
究
す
る
者
が
出
る
の
は
、
頻
度
と
し
て
は
数
年
か

ら
十
年
に
一
度
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
語
や
日
本
文
化
へ
の
興
味
が
ま
ず
先
行
し
、
そ
の
一
つ
の
実
践
と
し
て
雅
楽
に
取
り
組
む
タ
イ
プ
で
あ
る
。
日

本
語
を
少
し
学
習
し
た
者
や
、
日
本
の
食
文
化
、
美
術
、
建
築
に
興
味
が
あ
る
者
な
ど
が
い
る
。
彼
ら
が
雅
楽
の
演
奏
家
や
研
究
者
を

目
指
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
将
来
日
系
企
業
や
、
日
本
で
働
き
た
い
と
考
え
る
学
生
が
一
割
程
度
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
右
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
雅
楽
実
技
受
講
者
か
ら
た
だ
ち
に
プ
ロ
の
演
奏
家
に
な
っ
た
と
い
う
例
は
聞
き
及
ん
で
い

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
に
な
る
た
め
に
は
、
大
学
の
授
業
だ
け
で
は
足
り
ず
、
来
日
す
る
な
ど
し
て
、
一
流
の
演
奏
家
に
長
期
の
個

人
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
プ
ロ
と
し
て
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
大
学
の
雅
楽
ク
ラ
ス
は
、
あ

く
ま
で
﹁
入
口
﹂
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
雅
楽
で
論
文
を
執
筆
し
た
研
究
者
は
何
人
か
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、U

C
LA

の
雅
楽
ク
ラ
ス
の
創
設

者
・
ガ
ル
フ
ァ
イ
ス
氏
4
2
、
高
麗
楽
に
つ
い
て
研
究
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
ー
ドJam

es R
eid

氏
4
3
、
笙
に
つ
い
て
修
士
論
文
を
書
い

た
朴
美
理Park M

iri

氏
︵
以
上U

C
LA

︶
、
舞
楽
を
研
究
し
た
カ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
ツC

arl W
olz

氏
4
4
、
雅
楽
を
楽
器
学
的
に
研
究
し
た

エ
デ
ィ
ー
ン
・
キ
ノ
シ
タEdean K

inoshita

氏
4
5
︵
以
上
ハ
ワ
イ
大
学
︶
、
前
述
の
ユ
キ
エ
・
ビ
ュ
ル
ク
ナ
ーYukie B

ürckner

氏
︵
ケ

ル
ン
大
学
︶
な
ど
が
い
る
。
必
ず
し
も
全
員
が
そ
の
後
研
究
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
技
経
験
に
も
と
づ
く
知

見
が
論
文
や
著
書
な
ど
高
度
な
知
的
生
産
物
に
結
実
し
て
い
る
点
で
、
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
方
向
性
は
、
作
曲
の
分
野
で
あ
る
。
国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
、
雅
楽
受
講
者
の
中
に
は
必
ず
作
曲
科
学
生
が



二
一

い
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
場
合
、
年
に
一
度
の
プ
ロ
の
演
奏
家
を
招
い
て
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
折
に
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
関

係
者
に
よ
る
作
品
を
上
演
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
実
技
と
並
ん
で
、
作
曲
科
在
校
生
、
修
了
生
の
雅
楽
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

奨
励
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
て
と
れ
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
の
雅
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
が
、
そ
の
後
、
現
代
雅
楽
の

中
で
繰
り
返
し
演
奏
さ
れ
、
確
固
た
る
地
位
を
築
く
の
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
雅
楽
器
を
使
用
し
た
作
曲
、
あ
る
い
は

雅
楽
に
触
発
さ
れ
た
作
品
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
ア
カ
デ
ミ
ア
の
場
の
外
で
す
で
に
一
九
五
○
年
代
か
ら
始
ま
り
、
作
品
数
も
膨
大
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
4
6
。
言
い
換
え
る
と
、
雅
楽
器
を
使
用
し
た
、
あ
る
い
は
雅
楽
に
想
を
得
た
現
代
音
楽
作
品
は
、
い
ま
や
目
新
し
く

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
か
ら
新
作
雅
楽
に
取
り
組
む
学
生
は
、
は
じ
め
か
ら
豊
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
競
争
的
環
境
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
典
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
現

代
音
楽
の
脈
絡
の
中
に
雅
楽
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
将
来
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
海
外
の
大
学
で
の
雅
楽
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
改
善
す
べ
き
問
題
を
抱
え
つ
つ
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
雅
楽
ク
ラ
ス

受
講
生
の
中
か
ら
プ
ロ
の
演
奏
家
、
研
究
者
、
作
曲
家
が
生
ま
れ
る
確
率
は
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、
一
方
で
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
雅
楽
と
関
わ
ら
な
く
と
も
、
人
生
の
一
時
期
雅
楽
に
触
れ
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
音
楽
的
嗜
好
や
、
音
楽
の
質
の
聴
き
分
け
に
は

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
少
し
で
も
知
っ
て
い
る
ど
う
か
、
少
し
で
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
の
経
験
の
差
は
大

き
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
雅
楽
の
良
質
な
聴
衆
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
海
外
に
お
け
る
雅
楽
ク
ラ
ス

は
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
雅
楽
の
よ
り
奥
深
い
世
界
へ
の
入
口
と
し
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。



二
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付
記

本
稿
は
平
成
二
四
～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
﹁
越
境
す
る
雅
楽
～
伝
統
音
楽
の
海
外
に
お
け
る
発
信
・
受
容
と
展

開
﹂
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏
、
社
本
正
登
司
氏
、
志
水
美
郎
氏
、
バ
ー
バ
ラ
・
ル
ー
シ
ュ
氏
に
は
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

引
用
文
献

寺
内
直
子　

一
九
九
六
﹃
雅
楽
の
リ
ズ
ム
構
造
～
平
安
時
代
末
に
お
け
る
唐
楽
曲
に
つ
い
て
﹄
第
一
書
房
。　

︱
︱ 

二
○
一
○
﹃
雅
楽
の
︿
近
代
﹀
と
︿
現
代
﹀
～
継
承
・
普
及
・
創
造
の
軌
跡
﹄
岩
波
書
店
。

︱
︱ 

二
○
一
四
﹁
ロ
ベ
ル
ト
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏
に
聞
く
﹂
﹃
日
本
文
化
論
年
報
﹄
一
七
：
四
一
～
七
五
。

日
本
雅
楽
会　

一
九
九
八
﹃
ハ
ワ
イ
公
演　

感
想
文
集
﹄
︵
日
本
雅
楽
会
第
十
回
ハ
ワ
イ
公
演
、
ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
三
十
周
年
︶
。

︱
︱
二
○
○
九
﹃
旭
日
双
光
章
受
章
記
念　

社
本
正
登
司　

～
そ
の
軌
跡
﹄

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

1 
U

C
LA

の
民
族
音
楽
研
究
の
部
署
は
歴
史
的
に
名
称
や
所
属
に
変
動
が
あ
る
。
マ
ン
ト
ル
・
フ
ッ
ド
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
たD

epartm
ent of Ethnom

u-

sicology

は
一
九
六
○
年
代
か
ら
一
九
八
九
ま
で
は
音
楽
学
部
の
下
に
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
にD

epartm
ent of Ethnom

usicology and System
atic 

M
usicology

と
し
て
独
立
し
た
学
部
と
な
っ
た
︵
一
九
九
五
年
にD

epartm
ent of Ethnom

usicology

と
改
称
︶
。
二
○
○
七
年
にThe U

C
LA

 H
erb 

A
lpert School of M

usic

の
下
の
三
つ
の
学
部
の
一
つ
と
な
っ
た
︵
他
の
二
つ
はM

usic

とM
usicology

︶
。U

C
LA

 The H
erb A

lpert School of M
usic

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、” Ensem

ble H
istory: M

usic of Japan Ensem
ble”

 

︵http://w
w

w.ethnom
usic.ucla.edu/japan-ensem

ble

︶ 

よ
り
。



二
三

2 
R

obert G
arfias　

一
九
三
二
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生
ま
れ
。
一
九
五
六
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
卒
業
。
一
九
五
八
年
、U

C
LA

で

修
士
号
取
得
、
一
九
六
五
年
、U

C
LA

で
博
士
号
取
得
。
一
九
六
二
～
一
九
八
二
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学U

niversity of W
ashington

で
教
え
る
。

一
九
八
二
～
二
○
一
四
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校U

C
 Irvine

で
教
え
る
。http://w

w
w

.socsci.uci.edu/~rgarfias/aris/bio-research/

service.htm
l

3 

二
○
一
三
年
三
月
二
二
日
、
国
立
民
族
学
博
物
館
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
し
い
内
容
は
寺
内
二
○
一
四
参
照
。

4 

岸
辺
成
雄　

一
九
一
二
～
二
○
○
五
。
日
本
の
東
洋
音
楽
史
研
究
者
。
長
ら
く
東
京
大
学
で
教
え
る
。
代
表
的
著
作
に
﹃
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
﹄

な
ど
。
妻
は
山
田
流
箏
曲
、
二
世
藤
井
千
代
賀
。
一
九
五
七
年
にU

C
LA

の
客
員
教
授
と
し
て
滞
在
。
藤
井
千
代
賀
も
渡
米
し
、
ガ
ル
フ
ィ
ア
ス
氏

は
、
千
代
賀
か
ら
箏
も
習
っ
た
。

5 

宮
内
庁
楽
部
の
初
め
て
の
海
外
公
演
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
会
議
場
で
の
演
奏
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
国
内
三
三
箇
所
で
の
大
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。

以
下
の
宮
内
庁
楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。http://w

w
w

.kunaicho.go.jp/culture/gagaku/gagaku.htm
l

。

6 

重
代
の
楽
人
の
家
系
で
宮
内
庁
楽
師
で
あ
っ
た
が
、
宮
内
庁
を
辞
し
て
、
一
九
六
一
～
一
九
九
三
年
、U

C
LA

講
師
。
帰
国
後
は
明
治
神
宮
で
楽
人
と

し
て
活
動
。

7 

ユ
ゲ
・
ミ
ツ
ル
氏
は
龍
笛
奏
者
、
尺
八
奏
者
で
、
一
九
六
二
～
一
九
八
九
年
雅
楽
ク
ラ
ス
の
補
助
と
尺
八
ク
ラ
ス
の
指
導
に
当
た
る
。
ユ
ゲ
・
イ
ク
コ

氏
は
、
雅
楽
の
指
導
と
と
も
に
箏
曲
ク
ラ
ス
も
指
導
。
東
儀
師
は
一
九
九
六
年
に
日
本
に
帰
国
。
以
後
、
雅
楽
ク
ラ
ス
は
ユ
ゲ
・
イ
ク
コ
氏
に
よ
っ
て

し
ば
ら
く
継
続
さ
れ
た
が
、
二
○
○
一
年
、
イ
ク
コ
氏
の
退
官
に
よ
っ
て
閉
鎖
︵U

C
LA

 The H
erb A

lpert School of M
usic

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︶
。
筆

者
は
一
九
九
六
年
に
半
年
だ
け
、
客
員
講
師
と
し
て
雅
楽
ク
ラ
ス
と
講
義
科
目
を
担
当
。

8 

洗
心
寺
は
、
日
系
三
世
の
コ
ダ
ニ
・
マ
サ
オ
師
の
も
と
、
雅
楽
、
和
太
鼓
︵
緊
那
羅
太
鼓
︶
、
盆
踊
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーV

O
L X

U
U

X
, N

O
. 7

︵2013, July

発
行
︶
、
洗
心
寺
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://w

w
w.senshintem

ple.org/　

参
照
。



二
四

9 

二
○
一
三
年
九
月
、
二
○
一
四
年
九
月
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
行
っ
た
。

1
0 

二
○
○
九
年
五
月
、
日
本
雅
楽
会
発
行
。
既
発
表
の
新
聞
記
事
の
再
録
、
記
録
写
真
な
ど
で
構
成
。

1
1 

ア
ル
メ
ニ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
作
曲
家
。
一
九
五
九
～
六
三
年
頃
、
ア
ジ
ア
旅
行
、
滞
在
な
ど
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
民
族
音
楽
に
開
眼
。
ハ
ワ
イ
で
社
本

氏
に
雅
楽
を
習
っ
た
後
、
一
九
六
二
年
、
東
京
で
宮
内
庁
楽
部
の
東
儀
和
太
郎
師
に
師
事
。M

arco Shirodkar. A
lan H

ovhaness B
iographical Sum

-

m
ary, in The Alan H

ovhaness w
eb site. 

︵http://w
w

w
.hovhaness.com

/hovhaness-biography.htm
l

︶

1
2 

近
衛
直
麿
︵
一
九
○
○
～
一
九
三
二
︶
。
音
楽
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
民
間
人
に
雅
楽
を
教
習
す
る
雅
楽
同
志
協
会
を
一
九
三
一
年
に
設
立
。
雅
楽
の

五
線
譜
化
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
な
ど
も
行
う
。
長
兄
は
総
理
大
臣
を
務
め
た
近
衛
文
磨
、
次
兄
は
指
揮
者
・
作
曲
家
の
近
衛
秀
麿
、
弟
に
水
谷
川
忠

麿
が
い
る
。
詳
し
く
は
寺
内　

二
○
一
○
参
照
。

1
3 

二
○
一
三
年
九
月
二
五
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

1
4 

日
本
雅
楽
会
﹃
ハ
ワ
イ
公
演　

感
想
文
集
﹄
︵
一
九
九
八
︶
二
八
頁
。

1
5 

小
島
氏
、
白
井
氏
は
、
押
田
会
長
と
同
様
、
戦
前
の
雅
楽
同
志
協
会
時
代
か
ら
雅
楽
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
と
思
わ
れ
る
。

1
6 

日
本
雅
楽
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
日
本
雅
楽
会
﹃
ハ
ワ
イ
公
演　

感
想
文
集
﹄
︵
一
九
九
八
︶
に
は
第
一
～
一
○
回
ま
で
の
詳
細
な
演
目
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。

1
7 

日
本
雅
楽
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ふ
だ
ん
同
会
で
実
技
指
導
を
し
て
い
る
宮
内
庁
楽
部
の
東
儀
兼
彦
師
、
東
儀
勝
師
、
岩
波
滋
師
ら
も
参
加
︵
日
本
雅

楽
会　

一
九
九
八
、
三
四
頁
︶
。

1
8 

社
本
氏
の
創
作
。
日
本
武
尊
の
詩
に
社
本
氏
が
作
曲
、
作
舞
。

1
9 

R
obert G

ünther 

一
九
二
九
～
二
○
一
五
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
、
ケ
ル
ン
大
学
で
学
ぶ
。
一
九
七
○
年
か
ら
ケ
ル
ン
大
学
の
音

楽
民
族
学
の
教
授
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
ア
フ
リ
カ
音
楽
、
地
中
海
沿
岸
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
日
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
多
岐
に
渡
る
︵C

enter for 



二
五

w
orld m

usic, U
niversitat H

ildesheim

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
︶
。

2
0 
二
○
一
三
年
九
月
二
五
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

2
1 
二
○
一
三
年
九
月
二
七
日
、
社
本
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
﹃
軌
跡
﹄
一
○
頁
の
写
真
、
三
○
～
三
四
頁
。

2
2 

天
理
教
河
原
町
大
教
会
の
援
助
で
運
営
。

2
3 

夫
が
日
本
人
。

2
4 

長
年
現
地
の
日
本
企
業
に
勤
め
て
、
退
職
し
、
そ
の
ま
ま
現
地
在
住
。

2
5 

地
元
のH

ochschule

で
教
え
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
声
楽
家
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
に
よ
っ
て
、
武
満
徹
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
、
日
本
の
歌
﹁
さ

く
ら
﹂
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

2
6 

雅
楽
の
ポ
ッ
プ
ス
化
を
も
っ
と
も
早
く
扱
っ
た
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
論
文
は
出
版
さ
れ
た
。Yukie B

ürckner, 2004 Togism
: die M

usik des 

Tôgi H
idekis 

︵Stüdien zur traditionellen M
usik Japans, B

and10

︶. Florian N
oetzel.

2
7 

尺
八
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
○
年
代
か
ら
、
日
本
人
の
演
奏
者
が
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
他
、
外
国
人
の
演
奏
者
も
多
数
い
る
。
ま
た
、
尺
八
の
国
際

的
音
楽
祭
も
日
本
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
箏
に
つ
い
て
は
、
沢
井
箏
曲
院
の
海

外
支
部
が
ハ
ワ
イ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
る
他
、
演
奏
者
が
多
数
海
外
在
住
で
現
地
の
人
に
教
え
て
い
る
。

2
8 

東
京
藝
術
大
学
の
雅
楽
は
、
楽
理
科
の
副
科
と
し
て
一
九
六
二
年
よ
り
開
講
。
一
九
九
四
年
よ
り
邦
楽
科
の
専
門
コ
ー
ス
と
し
て
開
講
。
邦
楽
科
の

コ
ー
ス
と
な
っ
て
か
ら
は
、
楽
器
ご
と
に
別
々
の
専
門
教
員
が
教
え
て
い
る
。

2
9 

イ
タ
リ
ア
政
府
の
資
金
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
施
設
。
雅
楽
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽
学
部
内
の
ミ
ラ
ー
・
シ
ア
タ
ーM

iller Theater

や
、
ロ
ウ
図
書
館
の

ロ
ト
ゥ
ン
ダR

ow
 Library R

otunda

、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
教
会 R

iverside C
hurch

な
ど
で
も
行
わ
れ
る
。

3
0 

東
京
台
東
区
下
谷
の
小
野
照
崎
神
社
の
宮
司
・
小
野
亮
道
氏
が
明
治
二
○
︵
一
八
八
七
︶
年
に
創
設
。
宮
内
庁
楽
師
を
講
師
に
招
く
。
二
○
○
六
年



二
六

一
一
月
二
八
日
、
国
連
の
近
く
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィJapan Society

の
ホ
ー
ル
で
演
奏
。
管
絃
の
平
調
︿
越
天
楽
﹀
︿
陪
臚
﹀
、
巫
女
舞
︿
浦

安
舞
﹀
、
舞
楽
︿
納
曽
利
﹀
︿
陵
王
﹀
。

3
1 

二
○
○
六
年
一
一
月
三
○
日
。
曲
目
は
、
︿
越
天
楽
﹀
︿
五
常
楽
﹀
︿
陪
臚
﹀
、
︿
浦
安
舞
﹀
︿
納
曽
利
﹀
︿
陵
王
﹀
。

3
2 
二
○
○
七
年
二
月
二
二
日
。
ロ
ウ
図
書
館
ロ
ト
ゥ
ン
ダ
が
会
場
。
曲
目
は
、
︿
平
調
調
子
﹀
︿
五
常
楽
急
﹀
︿
越
天
楽
﹀
︿
壱
越
調
音
取
﹀
︿
春
鶯
囀

遊
声
﹀
︿
春
鶯
囀
急
声
﹀
、
笹
本
武
志
︿
月
の
下
に
て
﹀
、
武
満
徹
︿D

istance for O
boe and sho

﹀
、
三
浦
寛
也
︿G

ossam
er Lattice

﹀
。

3
3 

す
べ
て
で
は
な
い
が
、
以
下
の
サ
イ
ト
に
主
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
録
が
あ
る
。http://w

w
w

.m
edievaljapanesestudies.org/current-activities-pro-

gram
s/gagaku-concerts-w

orkshops.htm
l

3
4 

現
在
雅
楽
作
品
は
、
武
満
徹
、
一
柳
慧
、
石
井
真
木
、
芝
祐
靖
、John C

age

な
ど
の
作
品
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
の
笹
本
武
志
氏
の
作
品
、
コ

ロ
ム
ビ
ア
大
学
卒
業
、
修
了
生
の
三
浦
寛
也
氏
、
高
岡
明
氏
や
、
在
学
生
の
作
品
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

3
5 

二
○
○
七
年
か
ら
三
～
五
名
程
度
、
日
本
に
派
遣
。
初
期
は
雅
楽
の
教
習
の
み
だ
っ
た
が
、
二
○
一
二
年
以
降
は
、
箏
、
尺
八
の
教
習
も
含
む
。

http://w
w

w
.m

edievaljapanesestudies.org/current-activities-program
s/m

entor-protege-sum
m

er-initiative.htm
l

3
6 

二
○
一
三
年
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
伝
統
音
楽
の
可
能
性
を
考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
、
二
○
一
四
年
六
月
、
東
京
で
、
日
本
の
伝
統
楽
器
の
教
育
を

考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
。

3
7 

ケ
ル
ン
大
学
の
日
本
人
留
学
生
三
名
︵
二
○
一
三
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶
。U

C
LA

の
日
本
人
留
学
生
一
名
︵
一
九
九
六
年
一
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶
な

ど
。

3
8 

ケ
ル
ン
大
学
の
女
性
聴
講
生
︵
二
○
一
二
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶
な
ど
。

3
9 

ケ
ル
ン
の
男
性
聴
講
生
。

4
0 

ハ
ワ
イ
雅
楽
研
究
会
の
二
名
の
男
性
。
一
名
は
寺
院
、
一
名
は
神
社
の
ハ
ワ
イ
支
部
に
勤
務
。



二
七

4
1 

た
と
え
ばU

C
LA

で
は
、
年
代
に
よ
っ
て
開
講
科
目
に
違
い
は
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
、
ガ
ー
ナ
、
ア
フ
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、
ジ
ャ
ズ
︵
ト
ラ
ッ
ド
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ラ
テ
ン
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
︶
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
古
楽
、
ギ
リ
シ
ァ
、
バ
ル
カ
ン
、
中
近
東
、
ペ
ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
︵
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
、
ス
ン
ダ
︶
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
︵
雅

楽
、
三
曲
︶
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
な
ど
が
あ
る
。http://w

w
w

.ethnom
usic.ucla.edu/ensem

ble-histories

4
2 

代
表
的
著
作
にM

usic of a thousand autum
ns: the tōgaku style of Japanese court m

usic,. U
niversity of C

alifornia Press, 1975.

4
3 

代
表
的
著
作
にThe K

om
agaku repertory of Japanese gagaku: a study of contem

porary perform
ance practice. U

niversity of C
alifornia, 1977.

4
4 

代
表
的
著
作
にBugaku: Japanese court dance, w

ith the notation of basic m
ovem

ent and of nasori. Providence, A
sian M

usic Publications, 

1971.

4
5 

代
表
的
著
作
にC

onstruction of Ryūteki, H
ichiriki, and Shō W

ind Instrum
ents of Tōgaku in Japanese C

ourt M
usic. U

niversity of H
aw

aii. 1969.

4
6 

一
例
を
あ
げ
る
と
、
松
平
頼
則
の
︿
盤
渉
調
越
天
楽
に
よ
る
主
題
と
変
奏
﹀
︵
一
九
五
一
︶
、
︿
左
舞
﹀
︵
一
九
五
八
︶
、
︿
右
舞
﹀

︵
一
九
五
七
︶
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
メ
シ
ア
ン
の
︿S

ept H
aikai

﹀
の
中
の
第
四
楽
章
︿G

agaku

﹀
︵
一
九
六
二
︶
、
黛
敏
郎
︿
舞
楽
﹀

︵
一
九
六
二
︶
、
︿
昭
和
天
平
楽
﹀
︵
一
九
七
○
︶
、
ア
ラ
ン
・
ホ
ヴ
ァ
ネ
ス
︿Sonata for hichiriki &

 sho

﹀
、
石
井
真
木
︿
紫
響
﹀
︵
一
九
七

○
︶
、
︿
飛
天
楽
﹀
︵
一
九
八
一
︶
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
︿R

EN
G

A

﹀
︵
一
九
七
四
～
五
︶
、
︿
龍
安
寺
﹀
︵
一
九
八
三
～
五
︶
、
武
満
徹
︿
秋
庭

歌
﹀
︵
一
九
七
三
、
一
九
七
九
︶
、
一
柳
慧
︿
往
還
楽
﹀
︵
一
九
八
○
︶
な
ど
。
さ
ら
に
若
い
世
代
の
作
曲
家
の
作
品
も
多
数
あ
る
。
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八

Gagaku crossing boundaries: Japanese traditional music in the ethnomusiclogical programs at 
universities abroad

TERAUCHI Naoko

This study examines how Japanese royal court music gagaku is sent out to foreign countries, 

settled and developed there. A special focus is put on the gagaku performance course under the 

ethnomusicological programs at universities in USA and Europe. The author classified gagaku 

practices abroad into two types, 1) dispatch (from Japan) type and 2) resident type. In the former, 

Japanese professional or amateur musicians visit foreign cities and give concerts or workshops, 

while in the latter, local musicians or instructors give regular lessons or concerts. The university 

gagaku program, which falls in the latter, has functioned as a main pivotal point of gagaku practice 

in each place.

One of the oldest gagaku classes of the university program is that of University of Hawaii, 

lead by Reverend Shamoto Masatoshi since 1962. Today gagaku has deeply taken root into the 

local soil and new compositions of Rev. Shamoto are sometimes staged as well as traditional ones. 

Gagaku program of University of California Los Angeles was launched officially also in 1962, by 

the effort of Robert Garfias and Togi Suenobu, a former court musician. Gagaku has been practiced 

also in several temples and churches in LA under Togi’s instruction. The Cologne Gagaku Ensemble 

(Germany) was established rather recently in 2000, with the aid of Rev. Shamoto of University of 

Hawaii, which is now instructed by Rev. Shimizu Yoshiro. The most recent setup of gagaku course 

is the one at Columbia University in New York (in 2006). The regular weekly lesson given by the 

local resident musicians and a special concert and workshop given by the professional musicians 

from Tokyo once a year are combined in the Columbia program. The special concerts often feature 

new gagaku compositions by the well-known or Columbia-graduate composers.  

The article reports details on the four cases above and concludes that the gagaku programs in 

the foreign universities play an important role for constructing gagaku literacy in a global context.  

Keywords: gagaku, ethnomusicology, university, global
キーワード：雅楽、民族音楽学、大学、グローバル


